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１． メンバー  

岡本 崇（教授）、井上 茂樹（研究員）、山田 志真子（研究員）、保田 悠紀（研究

員）、堀江 秀（D3）、Elizabeth Jayne Latrobe Iles (D3)、Do Nhat Tung（M2）、

吉田 太一（M1）、清水 達生（M1）、小野 瑞季（M1）、Liu Qiansheng (M1)、遠藤 仁

（B4）、水野 勝広（B4） 

２． 研究成果  

電磁流体シミュレーションを用いて、分子雲同士の衝突が大質量星形成に与える影響

を、特に、磁場の影響に注目して調べた。その結果、分子雲で観測される典型的な大

きさの磁場を考えると、磁場がない、または弱い場合に比べて大質量星が形成されや

すいことが明らかになった。これは磁場が衝撃波面での不安定性を抑制し、小質量星

へと分裂してしまうことを妨げることによる。さらに、渦巻の銀河の棒状構造のよう

な銀河の構造が、銀河内の高密度ガス雲の形成や星形成に与える影響及び、棒状構造

の起源が星形成の性質にあたえる影響を明らかにした。また、メッシュフリー法なの

どのラグランジュ的な数値流体法で数値分解能がどのように自己重力流体の分裂に影

響するかを調べた。その結果、ラグランジュ的手法では、局所的なジーンズ波長を分

解できていなくても、オイラー法で見られるような数値的な分裂は起こらず、単に分

裂のタイムスケールが長くなるだけであることがわかった。ALMA 望遠鏡による遠方銀

河の観測プロジェクトにも引き続き参加している。 

３．成果発表（レフェリー制のあるジャーナルには ＊ 印を付ける）  
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＜会議抄録等＞  

＜著書＞《単著》  

《共著》  

《編著》  

４-１．学術講演（国際学会・国際シンポジウム）（発表者に ＊ 印を付ける）（開催年月

日を入れる）  

＜基調講演＞  

＜招待講演＞  

* Alex R. Pettitt, SEDIGISM Science Workshop, “Modeling Non-axisymmetric Flows in 

the Milky Way’s ISM” (virtual, hosted by a European consortium), 15-17 Sept 2021. 

＜一般講演＞《口頭発表》  

《ポスター発表》 

 *Nirmit Sakre, Asao Habe, Alex R. Pettitt, Takashi Okamoto, “Massive core/star 

formation triggered by cloud-cloud collision: Effect of magnetic field”, STAR 

FORMATION: FROM CLOUDS TO DISCS A Tribute to the Career of Lee Hartmann ,   18th -21th 

October 2021   

４-２．学術講演（国内学会・国内その他）（発表者に ＊ 印を付ける）  



＜招待講演＞  

* 岡本崇「銀河形成とそのダークマター分布への影響」、暗黒物質セミナーシリーズ第二

回、2021年 8月 4日（岡山理科大学） 

＜一般講演＞《口頭発表》  

*Nirmit Deepak Sakre,, Asao Habe, Alex R. Pettitt, Takashi Okamoto, “Massive Core 

Formation in Magnetized, Turbulent, High-speed Colliding Clouds”, 日本天文学会春

季年会 2021 年 3月 春季年会 東京工業大学（オンライン開催） 

*Nirmit Sakre, Asao Habe, Alex R. Pettitt, Takashi Okamoto, “Massive Core Formation 

in Magnetized, Turbulent, High-speed Colliding Clouds”, 日本天文学会秋季年会 2021

年 9月 京都産業大学（オンライン開催） 

*Nirmit Sakre, Asao Habe, Alex R. Pettitt, Takashi Okamoto, “Massive core formation 

triggered by cloud cloud collision, オンライン研究会「様々なスケールの衝突流によ

る誘発的星形成~大質量星から超大質量星団まで~」 2021年 7月７−8日 

《ポスター発表》  

*堀江秀、岡本崇、「分子雲の乱流状態に基づく星形成モデルと銀河シミュレーション」、

日本天文学会秋季年会、X14c、オンライン開催、2021年 9月 

*堀江秀、岡本崇、羽部朝男、「銀河シミュレーションにおける分子雲衝突判定アルゴリズ

ムの開発」、理論懇シンポジウム 2021、オンライン開催、2021年 12月 

５．国際学会および国際シンポジウムの組織で（開催年月日を入れる）  

＜主催（委員長）＞  

＜組織・運営委員＞  

＜座長＞  

６．在外研究  

７．科研費、助成金等の取得状況  

岡本崇（研究代表者）、基盤研究(B)、「銀河団形成領域の高分解能計算と広視野・高分解

能観測で解き明かす銀河と銀河団の進化」 

岡本崇（分担者）、学術変革領域研究(A)、「宇宙構造形成理論から迫るダークマター」（研

究代表者：安藤 真一郎） 

岡本崇（分担者）、基盤研究(A)、「活動銀河核構造の全波長域新パラダイムの確立」（研

究代表者：和田桂一） 

堀江秀、北海道大学DX博士人材フェローシップ、「数値シミュレーションで探る、分子雲

衝突による星形成が銀河進化にもたらす影響」 

羽部朝男（研究代表者）、基盤研究(C)(一般)、「分子雲衝突による大質量星形成に対する

磁場の役割の解明」 

Alex R. Pettitt (研究代表者), 若手研究(B), The impact of galactic structure on star 

formation」 



８．その他  

 


